
●年齢階層別トリップ数の見通し 
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●年齢階層別代表交通手段構成の現況 
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●公共交通利用トリップの見通し 
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●自動車利用の時間帯別目的別集中交通の現況 
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●鉄道路線の廃止状況 
最終運行日 

平成11年3月末日 

平成13年9月末日 

平成16年3月末日 

路線名 
美濃町線 

三河線 

八百津線 

竹鼻線 

揖斐線 

谷汲線 

区　間 
新関～美濃 

碧南～吉良吉田 

猿投～西中金 

明智～八百津 

江吉良～大須 

黒野～本揖斐 

黒野～谷汲 

路線延長（ｋｍ） 

 6.3

16.4

8.6

7.3

6.7

5.6

11.2

●代表交通手段別利用率の見通し 

現況（Ｈ13） 

将来（およそ20年後） 
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中京都市圏のめざすべき交通の将来像 

～自動車依存型の交通体系から、 
　　　　　　　多様な手段を賢く使う交通体系へ～ 

誰もが安心して移動できる 
都市交通体系の実現 

◆中京都市圏の活力を支えるとともに、移動の円滑

性の向上とのバランスを図りながら、安全・快適な

都市生活、環境にやさしい交通体系を実現していく

ための基本目標を提案します。 

◆ひとりひとりが移動の目的に応じ、適切な交通手段

の使い分けが可能な交通サービスを提供していき

ます。 

移動しやすさの向上 
● 都市圏内の移動の高速性を高めます。 
● 道路交通混雑の解消を図り、円滑に走行できる

路線や区間を増やします。 
● 交通結節点の乗り継ぎ利便性を向上させます。 
● 国際交流拠点からの円滑性を確保します。 



交通の目標1

交通の目標2 交通の目標3

移動しやすさの向上 

安心・安全の確保 環境の改善 

渋滞の解消や移動時間の短縮、定時性

や信頼性の向上などをめざします。 

交通事故の危険性が少ない交通体系の

確立と、災害に強く安心できる都市圏

の実現をめざします。 

自動車から他手段への転換、自

動車側の発生源対策、交通渋

滞緩和による環境悪化の低減

など、環境改善をめざします。 

上記3つの目標を達成するため、次の例のような都市交通の実現をめざします。 

安心・安全の確保 
● 高齢者の増加も踏まえ、交通事故の減少を図り

ます。 
● 誰もが利用しやすい公共交通の実現を図ります。 
● 被災時または予知段階での交通サービスの確保

を図り、帰宅困難者を可能な限り減少させます。 

環境の改善 
● 交通部門からの排出ガス量削減を図り、地球温

暖化防止に対応します。 
● 環境にやさしい公共交通を利用しやすくします。 
● 歩行者や自転車が主役のコンパクトなまちづく

りをめざします。 



交通負荷 
の軽減 

交通容量 
の拡大 

交通サービス 
の質の向上 
交通施設 
の有効活用 

交通ネットワーク 
の強化 

3つのバランスよい組み合わせ 

TDM施策 都市圏構造 
（土地利用） 
の誘導 





評価の視点 

移動しやすさの向上 
・道路混雑の減少 
・移動時間の短縮　　　　　   　　など 

・交通事故の減少 
・公共交通の維持や便利さ向上 
・高齢者の移動しやすさ向上　　　など 

・温室効果ガス（二酸化炭素） 
 排出量の減少 

安心・安全の確保  

環境の改善 

評価指標 

現在事業中の交通ネットワークだ
けが、順次完成していった場合を
想定します。 

新しい対策を行わない場合 

次のような組み合わせを想定します。 
● 計画中の交通ネットワーク整備を進めたと 
    想定 
● 公共交通の近くに住む人が増えるよう誘導 
    し、また職住近接が進むと想定 
● 市民や企業の協力のもとで多様なＴＤＭ施 
    策を進めたと想定 

交通ネットワークに加え、 
都市圏構造の誘導やＴＤＭ施策を 
複合的に実施した場合 
（3つの組み合わせの場合） 

現在計画中の交通ネットワークの整
備を進めた場合を想定します。 

この図は、各政策グループそれぞれ
の実施量をイメージ化したものです。 

交通ネットワーク整備のみを 
進めた場合 
（交通網整備のみの場合） 

交通ネットワーク 

都市圏 
構造 
（土地利用） 

TDM 
施策 

事業中路線 
の整備 

計画中路線 
の整備 

交通結節 
の改善 

計画中路線 
の整備 

より積極的な 
ＴＤＭ 

都市圏構造 
（土地利用） 
の誘導 

現況 
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●時速25ｋｍ以上で車が走行できる道路区間延長 
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注）温室効果ガスは「平成2年排出量からの6％削減」が目標であり、 
　  平成9年に京都で開催された国際会議で定められました。 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています 




